
異学年合同の学び
自律した個の学び
遠隔合同の学び

長野県教育委員会学びの改革支援課

中山間地域発
「新たな学び」
Sign Post Book



中山間地域新たな学び創造事業 平成30年４月～

異学年合同の学びへ
●学び合い，考えを深める授業の推進
●プロカェアセ型の学習形態の推進
●教職員が連携するカポキュボビの開発

自律した個の学びへ
●自律した学習を促す学習環境づくり
●「学びたい」を実現する授業の模索

新たな学びのその先へ 遠隔合同の学びへ
●Zoomを用いた授業での連携
●ICT活用に特化した授業を実践



ねらいと構成
長野県でも児童生徒数が減り続けている現実があります。これは中山間地域だけのことではありません。今後，少ない人数での有効な学習スタマが求められるようになると考えらます。県内の中山間地域にある学校では，規模が小さいことによる「少人数」や「限られた教職員」を強みに変え，「子どもたちの視点を大切にした学習」や「教職員全員で考え，全員で実践する取組」が行われています。長野県教育委員会学びの改革支援課が現場の先生方・有識者と取り組んだ「中山間地域の新たな学びの創造事業」では，中山間地域の小規模校からポーズゖンィ校を指定し，コーズゖネーセ教員を配置しました。コーズゖネーセ教員は，中山間地域の特徴を踏まえて，少人数のよさを生かし，子どもたちと共に新たな学びを開発しました。実践を持ち寄る「開発チービ会議」では，「シーマ」より「マンゼ」を優先し，「学習者のための学び」について議論してきました。「異学年合同の学び」「自律した個の学び」「遠隔合同の学び」という視点で，開発したカポキュボビと実践が整理されています。有識者の皆さんのペーカや全国へき地教育研究大会長野大会の実践，中学校の実践も含めてご覧いただければと思います。この冊子のタセマ（Sign Post＝道しるべ）のように，「新たな学び」の参考にして頂ければ幸いです。

学びの改革支援課長 佐倉 俊義務教育課学校支援幹 中村 康則



□ 幸せな子ども時代と新たな学び
（学校法人軽井沢風越学園理事長 本城慎之介氏）□ 学習環境を子どもとつくることから学校が変わる
（学校法人軽井沢風越学園校長・園長 岩瀬直樹氏）

１st

□ ポーズゖンィ校の取組（１）飯田市立上村小学校（２）木曽町立三岳小学校（３）栄村立栄小学校
2nd

□ 中学校・合同教科会 ・ススセ学習プポンセ・ICT遠隔合同授業・ススセ共有ネッセワーア
資料

P 1-7～

□ 全国へき地教育研究大会長野大会・10校の実践報告より4th

事例 ＋

事例 ～⑫

資料：事例 ～

□ 自律的に学ぶことを楽しみ，未知の世界と出会う
（信州大学学術研究院教育学系教授 伏木久始氏）□ できないことをできるに，マナスをプボスに
（信州大学学術研究院教育学系教授 村松浩幸氏）

ｒｄ

P 1-1～

P 3-1～

P3-8～

年
間
計
画

事例 ＋
事例 ＋



□ 幸せな子ども時代と新たな学び
（学校法人軽井沢風越学園理事長 本城慎之介氏）□ 学習環境を子どもとつくることから学校が変わる
（学校法人軽井沢風越学園校長・園長 岩瀬直樹氏）

１st
P 1-7～

P 1-1～
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幸 子 時代 新 学  
本城 慎之介 

学校法人軽井沢風越学園 理事長 
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■幸 ほ い                                 
 

日々 子 ，そ 子 人 関わ 生 い 。子 元・子
様々 表情 感情 出会い ，私 願う シンプ 。幸 ほ い。そ 共 生

人 幸 願 ほ い。 シンプ 願い 学校 取 組 私 ー い 。 学校
書い ， 幸 子 時代 …？ いう問い 取 組 い いう表現 方 適切 。 ，
い， 幸 子 時代 。 ，そ 方法 環境 子 差 出 い。そ 手
，大人 い。 子 自身 幸 子 時代 手 。私 大人 ， 手 あ う
子 邪魔 い い。 
 

平成30年度 年間 中山間地域新 学 創造事業 ，自分 学 自分
う 信州 子 姿 あ 。私 ，そ 姿 多 刺激 受 ，新 学 創造
い 思い 強 。そ そ 思い ，私自身 10年ほ 間 ，信州 自然 中 出会 子
姿 受 そ 重 。 

 

私 出会 子 姿 い 紹介 ，幸 子 時代 新 学 い ，思い
巡 い。 

 

 

 

■焦 手袋事件 
 

北海道 雄大 自然 中 生 育 私 ，東京 我 子 子育 疑問 持 当然 流
。豊 自然 あ ，東京 移動 便利 気 入 ，軽井沢町 移住 検討 始

2005年頃 。同時 ，世界 活躍 う エ ー 育 全寮制中高一貫校 設立
いう計画 進 い 。自分 子育 ，そ 全寮制中高一貫校 設立 ，軽井沢町
いう場所 最適 う 思 い 。 
 

引 越 前 ，我 子 通う幼稚園 保育園 い 見学 。 焦 手袋事件 呼 い
衝撃的 出来事 ，そ 見学先 あ 森 う え 起 。 森 う え ，野外

生活 中心 幼児教育 全国 広 い 。長野県 ，2015年 信州型自然
保育認定制度 ー 普及 取 組 い 。 
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軽井沢町内 あ キャンプ場 周辺 森 拠点 ，晴天時 ，雨 雪 基本的 野外
活動 。最近耳 多 森 う え 野外保育 呼 い いう う
事前情報 頭 入 そ 森 う え 訪 ，2009年 月。一面雪景色，氷点下15℃前
後 気温。 今日 屋内中心 過 う 思 い ， 防寒具 身
子 外遊 続 ， 替え以外 屋内 入 。倒木 見立
遊 。雪 中 腰 。厳寒 軽井沢 森 中 豊 遊 子 姿。そ 光景
感心 ，我 子 ういう経験 い い 思い 気分 見学 い 。 
 

そ ン 起 。厳寒 中 ン 野外。焚 火 囲 焼 手 食
立 食 い 。少 遅 歳児 ヒ ，雪 濡 手袋 外 ，そ 乾

そう 焚 火 周 あ 石 上 置い 。 う見 手袋 火 移 そう 位置関係。そ 場 い フ
ヒ 行動 気 付い い ，誰 何 声 い。 フ 何 い 怪訝 思

い ，案 定，手袋 焦 い ヒ 泣 出 。 焦 い 。
フ 声 ， そう 。 ， ヒ ，先週 燃 。 答え，彼 抱
え 。 

 

そ 瞬間，頭 ン 叩 う 衝撃 受 。 回 失敗 ，手袋 い 。 ，前回
失敗 経験 ，火 距離感 ，燃 焦 変わ ヒ 。 次 焦
乾 う。そ 前回 手袋 燃え 見守 ，今日 焦 見守 フ。安心 何

度 失敗 環境，関わ 存在 い 。 う 挑戦 ， 失敗
安心感 あ 場 ，子 主体的 学 。失敗 許容 場 ， わ
わ いい。わ い いい 。 いう自尊感情 豊 育 ，他 人 自尊感情 認 合
う関係性 深 い い。 豊 場 う。そ 思い 強 同時 ，
エ ー 育 全寮制中高一貫校設立 ー あ 私自身 教育観 大 揺 い 。 

 

そ 私 教育観 ， ン 栽培 例え ，同 う 形，同 う 色，同 う 甘 ン
６年間 育 ，そうい 。目 見え 地面 上 部分 関心 偏 い 。
焦 手袋事件 ，目 見え い地面 下 根 部分 大切 気 い 。 強い風 吹い
大雨 降 倒 い う ， 地中 根 広 深 。何度 挑戦 ，何度 失敗
揺 い自分自身 持 。そ そ 許容 受容 安心 場 関係 。そ ， 人 人
子 幸 確信 。 
 

台風 時 倒木 多い 思わ い あ ， 植林時 根切 いう作業
影響 い う 。台風 倒木 調査 ，地面 対 水平方向 伸 側根
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あ ，垂直 伸 直根 見当 そう
。 参考 2018年10月25日 信濃毎日新聞 。植林

，作業効率 上 直根  根
切 。そ 重心 高 ，強風 倒 根返

い いう見立 あ 。 
私 ，幼児期・学童期 直根 自分自身
深 根 う 体験 積 重 大切 考え

い 。安易 側根 伸 いい。深 太 伸
直根 ， 広 側根 伸 い 。幸

子 時代 新 学 ，そ 始 い
い う 。 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ う 転 う う 。  
 

そ 事件 数 月後。私 そ 森 う え フ ，森 中 子 日々過 ，
保育 実践 積 重 い 。刻一刻 変化 森 ， 生命 仲間 出会い，子
， ， 遊 ，そ 学 い 。そう ， 人 そ ー 少 大
い 。そ 毎日 。 

 

そ 森 う え ，誕生日 祝い プ ゼン 贈 物 い 。 売
い，そ 子 想像 ，誕生日 そ 子 一人 手渡 。 手渡 子 手 ，受
取 子 手 ，何 い。 ，そ 手渡 ，重そう 受 取 。目 見え い
，そ 小 手 中 ， 何 鮮明 創造 い 。 

 

そ 日，６歳 誕生日 忍者 好 。 月 届 星 手裏剣 。月 届 願
い 叶い 。 贈 物 手渡 。う そう 受 取 願
い事 ？ 質問 。 ， 照 言 。 う 転 う う
。  そう， 転 い 。派手 転 。痛 泣 。手 持 い 大切 壊 泣 。悔
泣 。そ 関わ ，そ 彼 願い ， 転 う 。 

 

転 いう 避 い。 ，大 怪我 い う う 転 う い。 学 向
う大切 姿勢 。 

 

転 う 。 そ う 願う 大人 側 。子 関わ 中 ， い い先回
う あ 。失敗 い う ， ー 進 う ，そうい 大人 思い 行動 全面 現
。転 い 目標 。転 い方法 指導 。転 い う 走 う伝え 。転 い環
境 整え 。転 そう 抱 え 。そうい 大人 姿勢 新 い学 生 い。
時代 ，子 学 主導権 手渡 必要 あ 。そう ，子 ，自 主体的
意欲的 学 ，幸 子 時代 自分 手 い 。 
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■過不足 関わ  
 

森 う え ，切 株 大活躍 。椅子 机 ，何 目印 ，遊 道具 。
あ 時，体験入園 来 3歳 男 子 ，切 株 乗 う い 。普段 切 株 乗 う 体験
い い様子 。日常 あ 目 い切 株 あ 見 ，乗
う。 あ 切 株 中 ， 選 登 う 始 。 

 

彼 登 う 切 株 ，彼 膝 高い切 株 。大人 自分 膝 高い 足
難 い。 切 株 ， 不安定 。そ 子 う 難 そう いう

感 始 い う 。そ ， う い 。何度 片方 足 ，
足 。そ 様子 少 離 所 見 ，片足 ， う片方 足 地面
離 瞬間 ， 切 株 倒 ，彼 転 泣い う う 思 い 。 ，周囲 状
況 ，大 怪我 そう。私 そう判断 ，そ 彼 様子 離 見続
い 。 

 

何度 挑戦 後，彼 そ 切 株 登 区切 。そ ， そ あ  半分 い
高 安定 切 株 見 ，そ 上 登 。 登 ！ いう満足そう 表情 切 株
上 静 立 い 。 景色 見え う 。 人 登 そ 景色 見え い
。 
 

自分 切 株 選 ，挑戦 。諦 自分 決 ，次 挑戦 場 選 。そ ， 人 満足
。 ういう子 姿 出会 時， 過不足 関わ いう 難 大切 感 。切 株
登 う い 彼 大人 私 関わ 方 様々 選択肢 あ 。 危 い 。 う少 大

。 声 制止 。 転 いそう ， 切 株 方 いい い？ 提
案 。手 い ，抱 ，そ 切 株 登 あ 。半分 高 切 株 登 時
登 ー， い ー 駆 寄 声 。 関わ ， 私 関わ 過

う 感 ，私 少 離 所 静 そ 様子 見守 い 。 ， 彼 そ 怪我
，私 関わ 足 い いう う。 

 

学 い 子 ，学 う い 子 関わ 難 い。 過不足 関わ いう キー
ワー いう 理解 い 。 ，実際 そ 実践 う 難 い。一
人一人 子 日々 観察 基本 。そ 一緒 場 い 他 大人同士 意識 共有
，そ 子 関わ い ， え 確認 合 ，そ 保護者 方 分 合う
必要 う。 

 

過不足 関わ いう ，
ういう 。 う 実現

。私 ， 自信 持 そ
答え 提示 状況 い。
新 い学 実現 ，大
人 学 続 い 大切
。 
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■挑戦 続  
 

 私 ，仲間 共 ，そ 方 支え い ，2020年 月 軽井沢風越学園 開校 。
地域 根差 ，社会 開 幼小中混在校。そ ， 歳 15歳 子 ， ，
， 遊 学 。 

 

幸 子 時代 新 学 ， う 実現 ？ そ 学 ， う
広 い ？ そ う 問い 立 ，日々試行錯誤 ，実践 積 重 い 。私

学 ，長野県 全国 積極的 発信 い い。同時 私 現場
足 運 ，実践者 出会い，切磋琢磨 繰 返 い い。 
 

新 学 実現 挑戦 ， ー 。長野県 中山間地域 取 組
数々 挑戦 ，今後 深化・進化 ，広 い う。そ 同時 ，一人 子
幸 子 時代 過 う 願 い 。 挑戦 続 …。 

 

本城 慎之介 ほ う  

1972年，北海道生 。慶應義塾大学大学院政策・ 研究科修士
課程修了。大学院在学中 1997年 三木谷浩史氏 共 楽天株式会社
創業 ，取締役副社長 務 。2002年 退任後，株式会社音別 設
立 ， 教育 ー 活動 始 。横浜市立東山田中学校長 学校
法人東京女学館理事 歴任 ，現場 経営 両方 軸足 置 活
動 。2009年 軽井沢町 野外保育 運営 保育 携わ 。2016

年12月 一般財団法人軽井沢風越学園設立準備財団 設立 理事長就
任。2019年10月 学校法人軽井沢風越学園設立，理事長就任。2018

年10月 軽井沢町教育委員 務 い 。2009年 軽井沢町在住。 
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2018年 ー ー 本物 写真家 う 小学校 年生 作品 
 

 

学習環境 子  

学校 変わ  
岩瀬 直樹 

学校法人軽井沢風越学園 校長・園長 
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■わ 未来 わ 冒険               
 

学校教育 希望 持 語 い 。 職場， 校則，い ，教員 目指 人 減
少，等々。学校 本来，人 成長 い ， 子 幸 子 時代 過 場，自分 成長 実感
場。そ 場 楽 いわ い。世 中 一番希望 持 語 場 あ 。 
私 公立学校 可能性 信 い 。 ，同時 公立学校 変わ い 必要 あ 考え い
。 社会 創 い 子 ，教室 経験 20年後 社会 あ う
い 。主体的 学校 自身 学 経験 ，主体的 社会 参画 う いう ン 育 ， 言わ
通 経験 積 重 ，受動的 消費的 ン 育 う。 
 

自分 人生 ン い 主体性・創造力 前者 育 い。 
，誰 そ 学校 。教員 頑張 そ 学校 い。4月開校予定 軽井沢

風越学園 ， 子 大人 ， 手 あ 考え い 。 
 

軽井沢風越学園 ，子 大人 経験 ， ， ， ， 積 重 い
。 
本気 手間 没頭 ， 不安 不安定 味わい 挑戦
い 。 
私 子 そ 手 あ 信 い 。 

いう 物理的 学習 成果物 。安全・安心 場 自分
，学 ，自分 学校 ，コ ，仕組 ， ー ，自分
。 ， わ ( ) 未来 わ ( ) 冒険 。 
子 ， フ，保護者，地域 方々 ，軽井沢風越学園 誰 手 。 

通 ， 自由 生 いう 自由 相互 承認 いう 繰 返 試 い
。そう ，一人 幸 ，幸 社会 い 。 

 

軽井沢風越学園 ，全 学校 言え 。 
い学校 自分 い 。 い コン ー ー 私 手元 あ 。

い学校 う 学校 探究 続 ，自分 い 。そ プ セ ， 自分 行動
自分 取 囲 環境 変わ 実感 。そ 経験 ， い 社会 対 効力感 ，主体
的 社会 い 市民 育 い 。 
学校 変わ い 鍵 あ 。 具体的 小 第一歩 う 。 自分 学習環

境 自分 ， ー い。 
 

 

■学習環境 え  
 

日本 学校建築 多 ，同 形 教室 廊下 沿 一直線 並 い ，いわ 片廊下型校舎 あ
。そ う 教室 形式 他 対 閉鎖的 あ ， 中 人 教師 ン ー全員
一斉進度学習 主導 学校教育 基調 いわ う ，現在 一般的 教室環
境 ，教師主導 一斉授業 強化 い 考え 。 
全国的 ，70年代 ープンプ ン・ ー 子 学 焦点 当 学

校建築 増え ，先進的 学習環境 当事者 与え 環境 い十分 機能 い
い所 多い 。東京学芸大学教職大学院准教授 渡辺貴裕氏 ， そ 空間 込 思想 教師
活 そう ，新 学校建築上 試 役 立 ， え 他 違 い 不便 施設

認識 可能性 あ 。実際，教室 横 配置 ，子 数名，中 入 い
意図 コー 呼 小 空間 ，教師 単 物置 使わ ，子 寄
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い い 例 ，学校建築 先進校 学校 い え見 あ 。設備
あ ，教師 そ 空間 活 そう 構え ，そ 設備 活 い。 指摘 い
，残念 ， ー 学校建築 変え い ， 子 学 変化 起 わ

い。大切 ，空間 意味 価値 踏 え実践 変え い う 意識 継続的 取組 。
学校建築 一 検討 ャン そうあ い。 
澤本(1996) 教室 いえ う 型 校舎 同 長方形 教室 長廊下 片側 並 現行方式
思い浮 い教師 ，そ 枠 中 授業 考え い。木陰 読書，屋上 合唱 詩 暗
唱，廊下 机 出 一人学 ，廊下コー ー ソコンコー ー 美術館等々，頭 切 え ，い
い わい いう う ，従来 学校建築 枠 中 ，そ 空間 活用 仕方次第 ，
様々 可能性 広 い 。 

 

 

■教室 フ ー プ  
 

見方・考え方 変え ，実 一般的 教室 多 利点 あ 。自由 移動 机 椅子，余計 壁
柱 い 部屋……見方 変え ，自由度 高いフ キシ 学習空間 見 。 
  

私 小学校 担任 い 教室 フ ー プ 行 。 
学習 当事者 あ 子 主体的 参画 ， う 居心地 い空間 う
学 い環境 出 合い，協働 教室環境 い あ 。先 澤本(199

6) 指摘 い 学習者 共 試行錯誤 営 。 
 

プ 重要 ， 
教師 学習者自身 う い いう 出 ， 
子 実際 空間 ン ， 
プ プ 試作品 試 ，不都合 あ 改善 図 。 

 

点 大切 ，継続的 実践 重 ，子 学 居心地
敏感 ， 毎日過 教室 環境 ，自分 手 フ ー 続 い いう ー ーシ プ 物事
自分事 捉え，主体的 取 組 姿勢 育 い 。 

 

学習環境 教師 準備 あ ， ，学
主体 あ 教室 ー ー あ 子 一

緒 。 
机 ン ープ 固定 ，協同

的 学 中心 。座 方 学
方 変わ い 。私 30歳 時 ， ン 固定

，自身 授業 変え 縛 。 
共同 促 い ，異学年合同 学 ，自律
個 学 合 環境 いえ 。 
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畳 置い 図書コー ー 作 。畳 人 集う
場 促 。本 読 ，少人数 話 合 。教
室 学習コー ー 分 ，様々 学 方
同時 起 。 
キャンプ用 椅子 ー ン 。感情

揺 時 座 ー ン 。誰 使
良い。 い 抱 座 い 人

， 気 そ 見守 ，
ー い 。 
 

 

 

 

子 自分 試行錯誤 大
事 あ 。畳コー ー 窓際 寄 あ
。 狭 あ 活用 ， 週間余

場所 変わ 。手 届 本
あ ，読書 子 飛躍的 増え 。 

 

 

 

 

 

 

 

 

人 集う ン 置い 。子 一
緒 ン 作 ，朝 会 帰 会，授業 ，全員
集 話 際 コー ー 活用 。 
集 場所 人 集 。畳コー ー

同様 。 
 

 

 

 

 

 

 

小 工夫 大切。環境 良
自分 手元 あ 実感 。 

 子 現状 応 ， い ，
小 出発 い 大切 。 
あ 自分 。 

教師 手 尽 ，子 主体性 奪
い い 自覚的 い。 
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■エー ンシー 
 

教室 フ ー プ い 身 ほ い ， ー 考え方 あ 。現状
空間 う ン ， 当事者 考え試 。教室 いう小 空間 改善
目覚 ー ーシ プ ， そ 他 環境， い 社会 当事者性 ，自 行動

改善可能性 確信 い い う 。 
そ ，OECD OECD education 2030 中 ， 教育 重要 エー ンシー
社会参画 通 人々 物事，環境 良い う 影響 与え いう責任感 持 い
姿勢・態度 言 い ，そ 手元 子 共 学習環境 試行錯誤 ， 一歩 地
続 あ 。 
 

教室環境 う 子 使い い ，学 い あ 考え 時，エン ー ー あ
子 ， 
え， う 使い ？ 相談 一緒 教室環境 い 。意見 割 ， あ，
週間 試 ， 方 い う。 一緒 実践研究 。教室環境 共同修正 。 

  

例え 自律 個 学 学習予定 学習進度，振 返 記入 ワー シー ， 
試 形式 ，使 い い 意見 い 問う。 
使 い 本人 建設的 修正案 え 。 う ワー シー 共同修
正 ，圧倒的 い ，何 子 消費者 主体的 手 変化 い
。 
一緒 。困 相談 。 ，学校 先生 い 先生 限 ，最 重要 あ 方
私 考え い 。 
共同修正 いう言葉 定義 い。学校 あ ，子 共同 い 。

本気 子供 保護者 参画 場 。 共同修正 学級 ，学校 核 据え 腹 決 。そ
民主主義 第一歩 い 思う。そ ，そ 自由 相互承認 感度 育 第一歩 。 

  

極端 言え ，研究授業 い ，子 授業案 示 ， う思う？ 相談
いい。 
導入 う少 時間 方 いい い？ 対話 分 短い。 人 話 い。  

振 返 ー ャー 方 書 い  

全体 対話 ，10分 足 い  

ワ ー 話合い ー 書い 出 ？  

途中，見 来 い 人 〜 私 思う ， う思い ？ 聞い う  

そ そ ，課題 簡単 い？  

参観者 見 い う ，教室 変え 方 良い  

私 担任 い 子 教員 指導案検討 真剣 授業案 共同修正 。 
  

共同修正＝そ コ ン ー 続 プ セ  

  

教室 文化 い 頃， 起 。あ 朝 ー 朝 会 。
あ 議題 話合い 行 詰 ，困 司会(フ シ ー ー) 子 い  一言。 

う進 いい わ ， う いい  

 

謙虚 問い 力。共同修正 あ 方。 問い 話合い 深 い 。 ン ー ほ
当事者 い 。人 力 あ 。 
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■大人 変わ 続  
 

 教職員 同様 。例え 教職員全員 参画 ，居心地 ，働 い職員室 目指 フ ー
挑戦 ， 与え 職員室 自分 職員室 ，意識 変化 知 い。
学習環境 職場環境 参画 ，公教育 変え い 重要 プ ー 。 
中山間地域 新 学 プ ， 年間 わ ， 学校教育 当 前

い 問い直 ，教職員 手 試行錯誤 。自律 個 学 ，異学年合同
学 ，遠隔合同 学 ， 今 学 方 今 通 続 ，未知 新 学 方 ，教
職員 子 共 手 試行錯誤 。 プ 正解 い ，終わ
い。学習者 共 共同修正 ，新 学 探究 続 プ セ そ 思う。 
大人 変わ 続 ，新 学 生 出 う。 
軽井沢風越学園 ，関わ 全 人 手 ， い学校 目指 続 。 学校
試行錯誤 ，全 学校 変化 い 触媒 目指 地道 共同修正

重 い 。 
学校 変わ い 方法 身近 あ 。 

変化 い う。 
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